
 

    

 
 
 
 
 
 

 

① 『チビにいちゃんとＯ
オー

ちゃん』 

エディス=ウンネルスタッド／文
ぶん

 

小宮
こ み や

由
ゆう

／訳
やく

 さこももみ／絵
え

 瑞
ずい

雲社
うんしゃ

《AF ｳ》 

 チビにいちゃんは、七人
しちにん

きょうだいの下
した

から二
に

ばん目
め

。 妹
いもうと

のＯ
オー

ちゃんといつもさ

わがしくしているので、ふたりの部屋
へ や

は〈ニ

ワトリ小屋
ご や

〉とよばれています。ある雨
あめ

の

日
ひ

、ふたりが外
そと

に出
で

られなくて たいくつし

ていると、チビにいちゃんが「ボートにの

ろう！」といいだして…。 

 

②『いたずらおばあさん』 

   高楼
たかどの

方子
ほ う こ

／作
さく

 千葉
ち ば

史子
ち か こ

／絵
え

 フレーベル館
かん

《F ﾀ》 

 

 

  エラババ先生
せんせい

は八十四歳
はちじゅうよんさい

。とてもえらい

洋服
ようふく

研究家
けんきゅうか

です。ある日
ひ

、先生
せんせい

は一
いち

まい着
き

る

と一歳
いっさい

わかくなる服
ふく

を発明
はつめい

しました。それを

弟子
で し

のヒョコルさんとたくさん着
き

て、ふたり

は八歳
はっさい

の女
おんな

の子
こ

に大変身
だいへんしん

！つぎつぎといた

ずらをはじめます。 

所
ところ

沢
ざわ

市
し

立
りつ

所
ところ

沢
ざわ

図
と

書
しょ

館
かん

 ２０２４年
ねん

 

③『そんなのうそだ！』 

ジーン・メリル／作
さく

 小宮
こ み や

由
ゆう

／訳
やく

 

坂口
さかぐち

友
ゆ

佳子
か こ

／絵
え

 岩波
いわなみ

書店
しょてん

《A F ﾒ》 

なまけもののサルとブタとキツネは、ごうか

な服
ふく

をきたイヌに、ほらばなしで勝負
しょうぶ

をもちか

けました。負
ま

けたものは、勝
か

ったもののけらい
・ ・ ・

になって、なんでもいうことをきかなければな

りません。三
さん

びきは、イヌのごうかな服
ふく

をうば

おうとかんがえますが…。 

 

④『 A I
エーアイ

マスクはいかがですか?』 

赤羽
あかはね

じゅんこ／作
さく

 たんじあきこ／絵
え

 

フレーベル館
かん

《F ｱ》 

 リナは大
おお

きな声
こえ

を出
だ

すのがにがて。ある日
ひ

、

ふしぎなピエロから、ひとつ三千円
さんぜんえん

もするマス

クをもらった。それは『ハキハキA I
エーアイ

マスク』

というもので、つけるだけで明
あか

るくハキハキと

した声
こえ

で話
はな

せる。でも、心
こころ

のなかで思
おも

ったこと

も、ハキハキ声
ごえ

に変
か

わってしまい…。 

⑤『ちびドラゴンのおくりもの』  

イリーナ・コルシュノフ／作
さく

 酒
さか

寄進一
よりしんいち

／訳
やく

 

伊東
い と う

寛
ひろし

／絵
え

 国土社
こくどしゃ

《A F ｺ》 

ハンノーはおくびょうな男
おとこ

の子
こ

。ともだち

もいないし、学校
がっこう

なんか大
だい

きらい。ある日
ひ

、公園
こうえん

の地面
じ め ん

に いたずらがきをすると、へんなやつ

が顔
かお

を出
だ

した。それは、ドラゴンの国
くに

からきた、

おちこぼれの ちびドラゴンだった！ 

 



⑥『ねえねえ、きょうのおはなしは… 

世界
せ か い

の楽
たの

しいむかしばなし』   

大塚勇三
おおつかゆうぞう

／再話
さ い わ

・訳
やく

 PEIACO
ペ イ ア コ

／画
が

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《M》 

 草原
そうげん

にいる よくふとったロバを食
た

べたくなっ

てしまったキツネとオオカミ。そこで、ロバをだ

まして オリーブの実
み

をつみこんだ舟
ふね

につれこみ、

海
うみ

のまんなかで食
た

べてしまおうとするが…。（「小
こ

舟
ぶね

にのったロバ」より）ほかにもゆかいな話
はなし

、楽
たの

しい話
はなし

がたくさん！ 

 

⑦『おおきくなりすぎたくま』 

リンド・ワード／文
ぶん

・画
が

 

渡辺
わたなべ

茂男
し げ お

／訳
やく

 ほるぷ出版
しゅっぱん

《E ﾜ》 

 ジョニーは、森
もり

から ちいさなこぐまを つれ

てかえりました。やがて こぐまはおおきくな

り、家
いえ

や畑
はたけ

をあらしはじめました。もう家
いえ

には 

おいておけません。ところが くまは、森
もり

へかえ

しても すぐに もどってきてしまいます。とう

とうジョニーは…。 

⑧『びりのきもち』 

阪田
さ か た

寛夫
ひ ろ お

／詩
し

 和田
わ だ

誠
まこと

／絵
え

 童話館
どうわかん

出 版
しゅっぱん

《９１．１》 

みんなは、びりのきもちがわかるかな？びり

になるってどんなかな？びりになったらどう

しよう…。「びりのきもち」のほかにも、「ちこ

く王
おう

」「しょっぱい海
うみ

」「おとなマーチ」など、

みんなのきもちにピッタリの詩
し

がいっぱい！ 

 

⑨『夏
なつ

の小川
お が わ

にかがやく宝石
ほうせき

、オニヤンマ』 

筒井
つ つ い

学
まなぶ

／写真
しゃしん

と文
ぶん

 小学館
しょうがくかん

《４８》 

オニヤンマは、日本
に ほ ん

でいちばん大
おお

きなトン

ボ。小
ちい

さなえものは飛
と

びながら食
た

べ、時
とき

にはセ

ミやスズメバチまで、強
つよ

いあごで食
た

べてしまう

んだ。でも、オニヤンマの卵
たまご

はたった１ミリ。

小
ちい

さな卵
たまご

からどうやって大
おお

きくなるのかな？ 

⑩『しんかい 6500』  

山本
やまもと

省三
しょうぞう

／作
さく

 友永
ともなが

たろ／絵
え

 くもん出版
しゅっぱん

《５５》 

 深
ふか

さ６５００メートルの海
うみ

の底
そこ

は人類
じんるい

にとって

未知
み ち

の世界
せ か い

。人
ひと

をのせて潜
もぐ

れる「しんかい６５０

０」は今日
き ょ う

も深海
しんかい

にふる雪
ゆき

を浴
あ

びながらゆっくり

と海
うみ

の底
そこ

へ潜
もぐ

り続
つづ

ける。熱水
ねっすい

をふきだす煙突
えんとつ

が見
み

えたら調査
ちょうさ

を開始
か い し

する。のぞく窓
まど

の先
さき

に金属
きんぞく

のう

ろこをつけた貝
かい

を見
み

つけた！ 

⑪『コブシメがやってきた!』 

高久
た か く

至
いたる

／写真
しゃしん

・文
ぶん

 アリス館
かん

《４８》 

屋
や

久島
く し ま

の海
うみ

にいるコブシメは、イカのなか

ま。まわりのようすに合
あ

わせて、からだの形
かたち

や

色
いろ

をくるくる変
か

える 海
うみ

の忍者
にんじゃ

です。コブシメ

は どんなくらしをしているのでしょうか？  

⑫『黒部
く ろ べ

の谷
たに

の小
ちい

さな山
やま

小屋
ご や

』 

星野
ほ し の

秀樹
ひ で き

／写真
しゃしん

・文
ぶん

 アリス館
かん

《７８》 

  黒部
く ろ べ

の谷底
たにぞこ

に立
た

つ 小
ちい

さな山
やま

小屋
ご や

では、７月
がつ

なか

ばから１０月
がつ

のおわりまでお客
きゃく

さんを受
う

け入
い

れ

ている。山
やま

小屋
ご や

は冬
ふゆ

の前
まえ

に屋根
や ね

やかべをはずして 

しまっておき、夏
なつ

になると建
た

て直
なお

すんだ。なぜこ

んなことをするのだろう？ 


